
Ｍ29～Ｈ1　佐渡鑛山／三菱合資会社、三菱鉱業(株)、太平鉱業(株)、三菱金属鉱業(株)、三菱金属(株)

工作工場群
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表4-1　施設変遷年表
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物資の動線(間ノ山地区 諏訪隧道・神明トンネル他鉱車軌道)

水力発電により、佐渡鉱山施設に動力を供給
した施設。 
佐渡鉱山の急速な発展にともなって設置され
た動力設備の様子を伝える地区である。

多くの坑道を有する佐渡鉱山採鉱の中心地
のひとつ。 
江戸時代より鉱山地帯として採鉱され、明
治時代以降最初期からの稼働を伝える地区
である。

道遊坑の露天掘り、後に道遊坑等からの採鉱が進められた佐渡鉱山の中心地のひとつ。 
また、動力式鉱車軌道とともに、採鉱～選鉱・製錬がシステム化された工場群である。 
明治１８年頃からの佐渡鉱山近代化第二段階ともいうべく、西洋技術の導入後に日本人技術 
者・国内機器主導で行われた開発状況を伝える地区。

昭和初期を中心に、大立、間ノ山、高任、海
岸から輸送される大量の鉱石の精鉱製錬を行
った地区。 
西洋技術の導入後、日本人技術者による選鉱
・製錬技術の研究・開発が進められた。

佐渡鉱山の生産品搬出、生活物資・燃料等の
受入れを行った港湾施設。 
大立地区から大間地区の物資の動線の出入口
として、佐渡鉱山内の交通の要所である。 
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凡例

動力供給、物資の運搬を担った施設

現存する可能性のある遺構
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図4-3　生産システムにおける各地区の役割
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